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防災の日～「向こう三軒、両隣」の復活 

   ９月１日は「防災の日」でした。 

この日は関東大震災が発生した日であり、台風シーズンを迎え 

る時期（暦の上では二百十日）でもあります。 

そこで、地震や風水害に対する心構え等を育成するために創設 

されました。 

ところで、回覧板等を配るときに気にかかることがあります。 

それは、数年前までは「お隣さん」へ届けていた回覧板等を、 

今は数軒先に届けるようになったことです。空き家となったり、諸事情で配付をためらっ

たりする「お隣さん」が増えてきているように感じます。 

災害は、「人」や「場所」を選んでくれません。また、突然やってきます。 

改めて「防災の日」の意義を考え、「向こう三軒、両隣＝日々の近所つき合い」を大切に

していきたいです。  

 

９月は「世界アルツハイマー月間」 

～住み慣れた地域でいつまでも暮らせるまちづくり～ 

 オレンジ色は、認知症啓発のシンボルカラーです。 

「認知症になっても暮らしやすいまちをみんなで創って 

いこう」という思いを共有し、楽しみながら花を育てよう 

と、全国各地でオレンジ色の花を咲かせる活動が行われて 

います。（資料提供：鹿屋市地域包括支援センター） 

 認知症に関するパンフレット等がロビーに置いてありま 

す。自由にご活用ください。             〔オレンジガーデニングプロジェクト〕 

また、認知症についてご相談のある方は、鹿屋市地域包括支援センターへお電話をくだ

さい。(TEL 45-6969) 
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「凜とした学習！!」 鹿屋東中学校生 

図書室やロビーを、多くの方に利用して

いただきました。 

その中には中学 

生もいました。 

「一心不乱!!」、 

机についた生徒た 

ちからは、鉛筆を 

走らす音と本をめくる音が聞こえてくるよ

うでした。 

  

夏のアルバム  
 今年の夏、連日のようにコロナ禍や熱中症への警告が発令されました。 
そんな中でも、町内会のラジオ体操等の子どもたちの活動は続きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 高齢者大学では、下記の日程で「かごしま弁講座」を実施します。 
ふるさとの言葉を聞いて、そっと遣って、心の中で泣き・笑って、コロナ禍を吹き飛ば

しましょう。 
一般の方々の参加も大歓迎です。受講を希望される方は、東地区学習センターへ電話で

お申し込みください。マスクをお忘れ無く!! 〔TEL・FAX 31-1190〕 

 

 
  

グラウンドゴルフ大会(１０月１５日)、実施見送り 

８月２４日、グラウンドゴルフ大会に向けた実行委員会が開催されました。 

高齢者クラブや各町内会などの現状を話し合っていただいた結果、コロナ禍に 

配慮して中止することになりました。「来年こそは!!!」の思いでの決断でした。 

短期講座・高齢者大学 期日・時間 備考(活動内容・募集期間・対象者など) 

◎ 高齢者大学 

[テーマ] 

かごしま弁講座(寸劇・講話) 

１０月１４日
(金) 

9:30～11:45 

 活動内容 
・鹿児島弁による劇、お話、クイズ等 

 講師 
・今掛富代子先生(鹿児島弁検定協会)  

「こんにちは!!」 ソルティエラ‐ＦＣ 

廊下やロビーで立ち止まってあいさつを

するスポーツクラブの子どもたちがいまし

た。また、この子どもたちが乗ってきた自

転車は、駐輪場に整然と止められていまし

た。そして、活動が終わって帰るときには

「ありがとうございました」と、事務室に

も声をかけてくれました。 

猛暑を忘れさせるさわやかさがありまし

た。 (SOLTIERRA-FC) 

「草取りで感謝!!」 寿北ランラン塾生 
寿北ランラン塾は、札元１丁目公民館を 

利用させていただいて活動しています。 

８月２６日(締めくくりの日)、塾生たち 

は「感謝の気持ちを行動でしめそう」と、 

公民館周辺の草取りをしました。 

この日、塾生たちは夏休みの宿題を終え 

た安堵感と大粒の汗を流した充実感で帰路につきました。 

らも夏休みの宿題を終えて 


